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はじめに

本書の目的

本書では intra-mart Accel Platform で提供する MCPサーバ機能 を用いたプログラミング方法や注意
点等について説明します。

説明範囲は以下の通りです。

MCPサーバ機能 の概要・基本仕様

MCPサーバ機能 を利用したMCPサーバの作成方法

作成したMCPサーバに対する認証・認可の設定方法

作成したMCPサーバの動作確認方法

対象読者

本書は、以下の条件を満たす人を対象としています。

MCPサーバ機能 を用いて intra-mart Accel Platform 上で MCP サーバを提供したい開発者

次の内容を理解していることが必須です。

Javaを理解している

MCP（Model Context Protocol）の基本的な概念を理解している

コラム

MCP の仕様については「 Model Context Protocol Specification 」を参照してく
ださい。

注意事項

1. 本書では、 intra-mart Accel Platform をMCPサーバとして動作させる機能についてのみ説明
します。

intra-mart Accel Platform から外部のMCPサーバへ接続するMCPクライアント機能は本書の対
象外です。

2. MCPサーバ機能 を利用するにあたり、制限事項が存在する場合があります。制限事項について
の詳細は「 制限事項 」を参照してください。

サンプルコードについて

本書に掲載されているサンプルコードは可読性を重視しており、性能面や保守性といった観点において
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必ずしも適切な実装ではありません。

サンプルコードを参考に開発する場合は、上記について十分に注意してください。

なお、本書に掲載しているサンプルコードは製品に同梱されていません。

本書の構成

本書は、以下のような内容で構成されています。

MCPサーバ機能 概要

MCPサーバの作成方法

MCPサーバの認証・認可

作成したMCPサーバの動作確認

MCPサーバの実装例
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MCPサーバ機能 概要

項目
MCPサーバ機能 とは
MCPサーバ機能 の機能
MCPサーバのエンドポイント
クラスタ構成での利用

対応するプロトコルバージョン

MCPサーバ機能 のモジュール構成

MCPサーバ機能 とは

MCP（Model Context Protocol）とは、生成AIを利用するアプリケーション（MCPクライアント）
と、生成AIに機能や情報を提供するサーバ（MCPサーバ）との間の通信方法を定めたプロトコルです。
MCPサーバ機能 を利用することで、 intra-mart Accel Platform 上に実装した処理をMCPサーバとし
て公開し、Claude Code や Visual Studio Code などの外部のAIツールから直接呼び出せます。

MCPサーバ機能 では、Javaのクラス・メソッドにアノテーションを付与するだけでMCPサーバを定義
できます。

JSON-RPCメッセージの解析、JSONスキーマの生成、セッション管理といったプロトコルレベルの処理
はすべて MCPサーバ機能 が行います。

コラム

MCP の仕様については「 Model Context Protocol Specification 」を参照してくださ
い。

MCPサーバ機能 の機能

MCPサーバ機能 では、以下の4種類のMCPの機能を提供できます。
いずれもMCPサーバクラスのメソッドにアノテーションを付与することで定義します。

MCPサーバとして提供可能な機能

機能 アノテーション 説明

ツール @Tool AIが呼び出して処理を実行する機能です。
業務データの検索・登録など、 intra-mart Accel
Platform の処理をAIから実行させる場合に利用します。

プロンプト @Prompt 利用者が選択して実行できるプロンプトテンプレートを

提供する機能です。
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リソース @Resource AIに参照させるデータを提供する機能です。
URIが固定の「静的リソース」と、URIにパラメータを含
む「リソーステンプレート」があります。

自動補完 @Completion プロンプトの引数やリソーステンプレートのパラメータ

に対して、入力候補を提供する機能です。

MCPサーバ自体は @MCPServer アノテーションをクラスに付与することで定義します。

@MCPServer クラス
  ├── @Prompt メソッド     … プロンプト機能
  ├── @Resource メソッド   … リソース機能（静的リソース・リソーステンプレート）
  ├── @Tool メソッド       … ツール機能
  └── @Completion メソッド … 自動補完機能

MCPサーバのエンドポイント

@MCPServer を付与したクラスは、 intra-mart Accel Platform の起動時に自動的に検出され、
HTTPのエンドポイントとして公開されます。
エンドポイントのURLは、コンテキストパスに続けて /copilot/mcp のプレフィックスと
@MCPServer の path 属性を連結したものです。

http://<HOST>:<PORT>/<CONTEXT_PATH>/copilot/mcp<path>

例として、コンテキストパスが imart 、 path 属性に /documents を指定した場合のエンドポイン
トは以下の通りです。

http://localhost:8080/imart/copilot/mcp/documents

MCPクライアントからのリクエストは、以下の流れで処理されます。

MCPクライアント
  → OAuth認証フィルタ（@MCPServer の scope 属性による認可権限スコープのチェック）
  → 認可フィルタ（@Authz アノテーションによるIM-Authzの認可チェック）
  → MCPサーバ（アノテーションを付与したメソッドの実行）

コラム

認証・認可の詳細は MCPサーバの認証・認可 を参照してください。

クラスタ構成での利用

MCPは、MCPクライアントとの接続ごとにセッションを確立するプロトコルです。
初期化処理（initialize）の応答でMCPサーバがセッションIDを発行し、MCPクライアントは以降のリ
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クエストの Mcp-Session-Id ヘッダにその値を設定して送信します。

セッションの情報は、初期化処理を受け付けた intra-mart Accel Platform のサーバ上に保持されま
す。

そのため、 intra-mart Accel Platform をクラスタ構成で運用する場合は、ロードバランサ等で Mcp-
Session-Id ヘッダの値をもとに、同一セッションのリクエストが常に同じサーバへ振り分けられるよ
うに設定してください。

注意

セッションを保持していないサーバへリクエストが振り分けられた場合、HTTPステータ
スコード404が返却され、MCPクライアントとの通信を継続できません。

コラム

MCPサーバクラスのインスタンスもセッション単位に生成されます。詳細は 前提条件 を
参照してください。

対応するプロトコルバージョン

MCPサーバ機能 は、以下のMCPプロトコルバージョンに対応しています。

2025-06-18

2025-11-25

実際に利用されるバージョンは、MCPクライアントとの初期化処理（initialize）の中で決定されます。

コラム

MCPクライアントが要求したバージョンに対応していない場合は、 MCPサーバ機能 が対
応する最新のバージョンを返却します。

MCPサーバ機能 のモジュール構成

MCPサーバ機能 を利用する場合、以下のモジュールが必要です。

IM-Copilot for Accel Platform

OAuth認証機能

MCPサーバへのアクセスは認可権限スコープによって保護されます。MCPサーバを公開する
場合は必ず必要です。
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コラム

intra-mart e Builder for Accel Platform で開発を行う場合は、モジュール・プロ
ジェクトの依存関係に上記のモジュールを追加してください。
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MCPサーバの作成方法

項目
全体の作業の流れ

前提条件

MCPサーバクラスの作成
MCPサーバの検出設定
ツールの実装

基本実装

入力スキーマの定義

戻り値

構造化出力を返却する

エラーを返却する

ツールをタスクとして実行する

ツール名の制約

プロンプトの実装

引数を持つプロンプト

リソースの実装

静的リソース

バイナリリソース

リソーステンプレート

リソースのヒント情報

自動補完の実装

補完メソッドの引数

補完メソッドの戻り値

プロンプトの引数を補完する

リソーステンプレートのパラメータを補完する

アイコンの指定

表示文言の多言語化

メソッドシグネチャと戻り値の規約

例外処理

全体の作業の流れ

MCPサーバ機能 を利用したMCPサーバの作成は以下の流れで行います。

MCPサーバクラスの作成
@MCPServer を付与したクラスを作成し、エンドポイントパスと認可権限スコープを決定し
ます。

機能の実装
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MCPサーバクラスのメソッドに @Tool 、 @Prompt 、 @Resource 、 @Completion
を付与し、提供する機能を実装します。

MCPサーバの検出設定
作成したMCPサーバクラスが intra-mart Accel Platform の起動時に検出されるように設定を
行います。

前提条件

MCPサーバ機能 を利用しMCPサーバを作成するには以下の前提条件があります。

MCPサーバクラス、および、ツールの入出力に利用するモデルクラスはすべてpublicである必要
があります。

MCPサーバクラスは、publicかつ引数無しのコンストラクタを提供する必要があります。

MCPの機能として公開するメソッドはpublicである必要があります。

モデルクラスは引数無しのコンストラクタを提供する必要があります。

モデルクラスで有効となるプロパティは、対となる getter, setter があるメンバのみです。

ツールの入出力に利用するモデルクラスのフィールドには、JSONスキーマを生成するためのス
キーマアノテーションを付与する必要があります。

注意

MCPサーバクラスのインスタンスは、MCPクライアントとの接続（MCPセッショ
ン）ごとに生成され、そのセッション内のすべてのリクエストで共有されます。

同一セッション内のリクエストは並行して処理される場合があるため、MCPサーバ
クラスのインスタンスフィールドにリクエストごとに変化する状態を保持しないで

ください。

注意

MCPサーバクラスにpublicかつ引数無しのコンストラクタが存在しない場合、MCP
クライアントからの接続時にエラーが発生します。

MCPサーバクラスの作成

クラスに @MCPServer を付与することでMCPサーバを定義します。
name 、 path 、 scope は必須の属性です。いずれかが指定されていない場合、そのクラスはMCP
サーバとして公開されません。
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package com.example.mcp;

import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.MCPServer;

@MCPServer(
    name         = "document-server",
    path         = "/documents",
    scope        = "DOCUMENT_MCP",
    title        = "ドキュメント MCP サーバ",
    version      = "1.0.0",
    description  = "ドキュメント管理機能を提供する MCP サーバです",
    instructions = "ドキュメントの検索・取得・要約に使用できます"
)
public class DocumentMcpServer {

    // 各機能をメソッドとして実装します。

}

@MCPServer の属性一覧

属性 型 必須 多言語 説明

name String ○  MCPサーバの識別子です。

path String ○  HTTPのエンドポイントパスです。
「/copilot/mcp」のプレフィックス
を付けたパスでMCPサーバが公開さ
れます。

先頭が「/」でない場合は、「/」が付
加されます。

scope String ○  MCPサーバへのアクセスを許可する
認可権限スコープです。

title String  ○ MCPクライアント上での表示に利用
されるタイトルです。

version String   MCPサーバのバージョン文字列で
す。

description String  ○ MCPサーバの説明です。

instructions String  ○ MCPサーバの利用方法をAIモデルに
指示する文字列です。

websiteUrl String   MCPサーバに関するWebサイトの
URLです。

icons Icon[]   MCPサーバのアイコン情報です。
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コラム

多言語の列が「○」の属性は、値にメッセージコードを指定することで多言語化できま
す。詳細は 表示文言の多言語化 を参照してください。

注意

path 属性の値は intra-mart Accel Platform 内で一意である必要があります。
同一の path を持つMCPサーバが複数存在する場合、いずれか1つのみが公開されます。
どのMCPサーバが公開されるかは不定です。
この場合、 intra-mart Accel Platform の起動時にログへエラーが出力されます。

MCPサーバの検出設定

@MCPServer を付与したクラスが intra-mart Accel Platform の起動時に検出されるようにするに
は、MCPサーバクラスが属するパッケージを登録する必要があります。

MCPサーバクラスが属するパッケージは、 McpScanPackageFactory のSPI実装で登録します。
指定したパッケージ配下のクラスがスキャンされ、 @MCPServer を付与したクラスが検出されま
す。

package com.example.mcp;

import java.util.Collection;
import java.util.List;

import jp.co.intra_mart.system.copilot.mcp.annotation.McpScanPackageFactory;

public class DocumentMcpScanPackageFactory implements McpScanPackageFactory {

    @Override
    public Collection<String> getTargetPackages() {
        return List.of("com.example.mcp");
    }

}

作成した実装クラスの完全修飾名を、以下のファイルに記載します。

複数ある場合は複数行にわけて記載します。

src/main/resources/META-
INF/services/jp.co.intra_mart.system.copilot.mcp.annotation.McpScanPackageFactory

com.example.mcp.DocumentMcpScanPackageFactory
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注意

パッケージスキャンはクラスパス上のクラスを走査するため、対象パッケージの範

囲によっては起動に時間がかかります。

getTargetPackages() では、MCPサーバクラスが属するパッケージのみを指定
してください。

ツールの実装

メソッドに @Tool を付与してツールを定義します。
ツールは、AIが処理を実行するために呼び出す機能です。 description 属性の内容をもとにAIが用途
を判断するため、何を行うツールなのかを具体的に記述してください。

基本実装

メソッドの第1引数をツールの入力として扱います。入力を受け取る場合はモデルクラス（POJO）を指
定してください。

MCPクライアントから渡されたJSONは、自動的にモデルクラスへ変換されます。
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package com.example.mcp;

import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.MCPServer;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Tool;
import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.IntegerProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.StringProperty;

@MCPServer(name = "document-server", path = "/documents", scope = "DOCUMENT_MCP")
public class DocumentMcpServer {

    @Tool(
        name        = "search-documents",
        title       = "ドキュメント検索",
        description = "キーワードでドキュメントを検索します"
    )
    public String searchDocuments(final SearchInput input) {
        return performSearch(input.getKeyword(), input.getMaxResults());
    }

    public static class SearchInput {

        @StringProperty(description = "検索キーワード", required = true)
        private String keyword;

        @IntegerProperty(description = "最大件数", minimum = 1, maximum = 100)
        private int maxResults = 10;

        public String getKeyword() {
            return this.keyword;
        }

        public void setKeyword(final String keyword) {
            this.keyword = keyword;
        }

        public int getMaxResults() {
            return this.maxResults;
        }

        public void setMaxResults(final int maxResults) {
            this.maxResults = maxResults;
        }

    }

}
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@Tool の属性一覧

属性 型 必須 多言語 説明

name String ○  ツールの識別子です。

title String  ○ MCPクライアント上での表示に利用
されるタイトルです。

description String  ○ ツールの説明です。AIが用途を判断
するために利用されます。

outputSchema Class   構造化出力を返却する場合に、出力

のモデルクラスを指定します。

taskSupport TaskSupportMode   ツールのタスク実行のサポート有無

を指定します。

icons Icon[]   ツールのアイコン情報です。

入力スキーマの定義

ツールの入力に利用するモデルクラスのフィールドには、JSONスキーマを生成するためのスキーマア
ノテーションを付与します。

スキーマアノテーションが付与されていないフィールドは、MCPクライアントへ公開される入力スキー
マに含まれません。

スキーマアノテーションの種類

アノテーション 対応するJavaの型 説明

@StringProperty String 文字列型のプロパティを定義します。

@IntegerProperty int / Integer / long / Long 整数型のプロパティを定義します。

@NumberProperty double / Double / float /
Float

数値型のプロパティを定義します。

@BooleanProperty boolean / Boolean 真偽値型のプロパティを定義します。

@ArrayProperty List / 配列 配列型のプロパティを定義します。

@ObjectProperty ネストしたモデルクラス オブジェクト型のプロパティを定義し

ます。

@EnumProperty 列挙型 列挙型のプロパティを定義します。

スキーマアノテーションは以下のパッケージで提供されています。
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import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.ArrayProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.BooleanProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.EnumProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.IntegerProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.NumberProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.ObjectProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.StringProperty;

共通の属性

以下の属性はすべてのスキーマアノテーションで指定できます。

共通の属性

属性 型 説明

name String プロパティ名です。省略した場合はフィールド名が利用

されます。

description String プロパティの説明です。AIが値を決定するために利用さ
れます。

required boolean 必須かどうかを指定します。（デフォルト: false）

各アノテーション固有の属性

@StringProperty 固有の属性

属性 型 説明

enumValues String[] 許容する値を列挙します。

format String 値のフォーマットです。（例: date、email）

minLength int 最小文字数です。

maxLength int 最大文字数です。
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pattern String 値が満たすべき正規表現パターンです。

属性 型 説明

@IntegerProperty / @NumberProperty 固有の属性

属性 型 説明

enumValues int[] / double[] 許容する値を列挙します。

minimum double 最小値です。（指定した値を含みます）

maximum double 最大値です。（指定した値を含みます）

exclusiveMinimum double 最小値です。（指定した値を含みません）

exclusiveMaximum double 最大値です。（指定した値を含みません）

@ArrayProperty 固有の属性

属性 型 説明

minItems int 最小要素数です。

maxItems int 最大要素数です。

stringItems @ItemStringProperty 文字列要素に対する制約です。

integerItems @ItemIntegerProperty 整数要素に対する制約です。

numberItems @ItemNumberProperty 数値要素に対する制約です。

arrayItems @ItemArrayProperty 配列要素に対する制約です。

コラム

@ArrayProperty の要素に対する制約を指定するアノテーションは、
SchemaProperties ではなく SchemaArrayItemProperties で提供されていま
す。

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaArrayItemProperties.ItemStringProperty

使用例
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public static class SearchInput {

    @StringProperty(description = "検索キーワード", required = true)
    private String keyword;

    @IntegerProperty(description = "最大件数", minimum = 1, maximum = 100)
    private int maxResults = 10;

    @StringProperty(description = "検索対象カテゴリ", enumValues = { "技術仕様", "業務フロー", 
"FAQ" })
    private String category;

    @ArrayProperty(description = "除外するドキュメントID", maxItems = 10, stringItems = 
@ItemStringProperty)
    private List<String> excludeIds;

    @BooleanProperty(description = "全文検索を行うか")
    private boolean fullText = false;

    // getter・setter は省略

}

注意

スキーマアノテーションで指定した制約は、MCPクライアントへ公開される入力スキーマ
に反映されますが、制約が実際に適用されるかどうかは利用するAIサービス・AIモデルに
よって異なります。

値の妥当性はツールの実装内でも必ず確認してください。

戻り値

@Tool を付与したメソッドの戻り値は、以下のルールでMCPクライアントへ返却されます。

戻り値の変換ルール

戻り値の型 変換内容

CallToolResult 指定された内容がそのまま返却されます。

Collection / 配列 要素ごとに以下のルールで変換され、複数のコンテンツとして返却

されます。

String テキストのコンテンツとして返却されます。

Content 指定されたコンテンツがそのまま返却されます。

上記以外（モデルクラスな

ど）

JSON形式の文字列に変換され、テキストのコンテンツとして返却
されます。

Collectionや配列の要素の型に制限はありません。要素ごとに上記のルールが適用され、 Content は
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そのまま、 String はテキストのコンテンツ、それ以外はJSON形式の文字列に変換されます。
例えば、2件の文字列を格納した List<String> を返却した場合、テキストのコンテンツが2件返却さ
れます。

コラム

Collectionや配列を返却した場合、要素ごとに個別のコンテンツが生成されます。1つの
JSON配列にはまとめられません。
検索結果などを1つのJSONとしてまとめて返却したい場合は、モデルクラスに格納して返
却するか、構造化出力を利用してください。

なお、要素にCollectionや配列を指定した場合、その要素はJSON形式の文字列に変換さ
れ、1つのコンテンツとして返却されます。

注意

日付・時刻を表す型（ java.util.Date 、 java.time.LocalDateTime など）や、
ファイル操作を行う型（ Storage など）は、AIが解釈可能なJSONへ変換できないた
め、ツールの戻り値として利用しないでください。

これらの型を指定した場合、ツールが公開されないか、呼び出し時に意図しない値やエ

ラーが返却されます。

日付・時刻を返却する場合は、ISO 8601形式の文字列に変換するなど、JSONで表現可能
な形にしたうえで返却してください。

Collectionや配列の要素、モデルクラスのプロパティについても同様です。

注意

モデルクラスを戻り値とする場合は、JSONへ変換可能である必要があります。
JSONへの変換に失敗した場合、そのツールの呼び出しはエラーとして扱われ、MCPクラ
イアントへエラーが返却されます。

コラム

JSONへの変換は、getter または public フィールドをもとに行われます。
java.io.Serializable を実装している必要はありません。
公開されているプロパティが1つも無い場合や、循環参照を含む場合は変換に失敗しま
す。

構造化出力を返却する

構造化されたデータ（structuredContent）を返却する場合は、 outputSchema 属性に出力のモデ
ルクラスを指定し、メソッドの戻り値を CallToolResult とします。
outputSchema に指定したモデルクラスのフィールドにも、入力と同様にスキーマアノテーション
を付与してください。

構造化出力は、MCPクライアントが結果をプログラムで処理する場合や、画面へ描画する場合に利用さ
れます。
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出力の形がツールの一覧（tools/list）の時点でMCPクライアントへ公開されるため、AIが結果を解釈
する際の精度向上も期待できます。

結果を文字列として返却すれば十分な場合は、 outputSchema を指定する必要はありません。

@Tool(
    name         = "search-structured",
    description  = "キーワードでドキュメントを検索し、構造化データで返します",
    outputSchema = SearchResult.class
)
public CallToolResult searchStructured(final SearchInput input) {

    final SearchResult result = performSearchStructured(input.getKeyword(), 
input.getMaxResults());

    return CallToolResult.builder()
            .addTextContent("検索結果: " + result.getTotalCount() + " 件")
            .structuredContent(result)
            .build();
}

public static class SearchResult {

    @ArrayProperty(description = "検索結果のドキュメントID一覧", stringItems = 
@ItemStringProperty)
    private List<String> items;

    @IntegerProperty(description = "総件数")
    private int totalCount;

    // getter・setter は省略

}

コラム

outputSchema に指定したモデルクラスのJSONスキーマが、ツールの出力スキーマと
してMCPクライアントへ公開されます。

注意

返却した構造化データが outputSchema のスキーマに適合しない場合、ツールの呼び
出しはエラーとして扱われ、処理結果はMCPクライアントへ返却されません。
出力のモデルクラスに付与したスキーマアノテーションと、実際に設定する値が一致して

いることを確認してください。
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注意

構造化データをどのように扱うかは、MCPクライアントの実装に依存します。構造化出力
に対応していないMCPクライアントも存在します。
構造化データを返却する場合も、 addTextContent() で結果の内容が分かるテキスト
を併せて返却してください。

エラーを返却する

ツールの処理でエラーが発生したことをAIへ伝える場合は、 CallToolResult.error() を利用しま
す。

この場合、MCPのプロトコル上はツールの呼び出しが成功したものとして扱われ、エラーであることを
示すフラグとメッセージがAIに渡されます。

@Tool(name = "get-document", description = "指定されたIDのドキュメントを取得します")
public CallToolResult getDocument(final DocumentInput input) {

    final String content = loadDocument(input.getDocId());
    if (content == null) {
        return CallToolResult.error("ドキュメントが見つかりません: " + input.getDocId());
    }

    return CallToolResult.builder().addTextContent(content).build();
}

コラム

AIに内容を判断させたいエラー（対象が存在しない、入力値が不正など）は
CallToolResult.error() で返却してください。
メソッドから例外を送出した場合の動作は 例外処理 を参照してください。

ツールをタスクとして実行する

処理に時間がかかるツールは、MCPのタスク（tasks）として非同期に実行できます。
taskSupport 属性に TaskSupportMode を指定することで、タスク実行のサポート有無を制御し
ます。

TaskSupportMode の値

値 説明

FORBIDDEN タスクとしての実行をサポートしません。（デフォルト）

OPTIONAL タスクとしての実行と、通常のツール呼び出しの両方をサポートしま

す。

REQUIRED タスクとしての実行のみをサポートします。
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import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.task.TaskSupportMode;

@Tool(
    name        = "bulk-import",
    description = "ドキュメントを一括で取り込みます",
    taskSupport = TaskSupportMode.OPTIONAL
)
public String bulkImport(final ImportInput input) {
    return executeBulkImport(input);
}

注意

タスクはMCPプロトコルバージョン 2025-11-25 以降で利用可能です。
MCPクライアントがそれより前のバージョンで接続した場合、タスクの機能は公開されま
せん。 TaskSupportMode.REQUIRED を指定したツールは呼び出せない点に注意し
てください。

注意

タスクはMCPの仕様上、実験的な機能として位置づけられており、対応するMCPクライア
ントは限られます。

利用する場合は、あらかじめ対象のMCPクライアントがタスクに対応していることを確認
してください。

特別な理由がない限り、 taskSupport は指定せず（
TaskSupportMode.FORBIDDEN のまま）、通常のツールとして実装することを推
奨します。

ツール名の制約

@Tool の name 属性は、以下の制約を満たす必要があります。

128文字以内であること

半角英数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、ピリオド（.）のみで構成されていること

注意

制約を満たさない name を指定したツールは公開されません。

プロンプトの実装

メソッドに @Prompt を付与してプロンプトを定義します。
メソッドの戻り値は List<PromptMessage> です。 PromptMessage.user() 、
PromptMessage.assistant() でメッセージを生成します。
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import java.util.Arrays;
import java.util.List;

import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Prompt;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.prompt.PromptMessage;

@Prompt(
    name        = "greeting",
    title       = "挨拶プロンプト",
    description = "ユーザへの挨拶メッセージを生成します"
)
public List<PromptMessage> greeting() {
    return Arrays.asList(
            PromptMessage.user("こんにちは！"),
            PromptMessage.assistant("何かお手伝いできることはありますか？"));
}

引数を持つプロンプト

プロンプトに引数を持たせる場合は、 arguments 属性に @PromptArgument で引数を宣言しま
す。

メソッドは Map<String, String> を受け取ります。 @PromptArgument の name をキーとし
て値を取得してください。

import java.util.Map;

import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.PromptArgument;

@Prompt(
    name        = "code-review",
    title       = "コードレビュー",
    description = "指定された言語でコードレビューを行います",
    arguments   = {
        @PromptArgument(name = "language", title = "プログラミング言語", required = true),
        @PromptArgument(name = "focus", title = "レビュー観点", description = "例: セキュリ
ティ、パフォーマンス")
    }
)
public List<PromptMessage> codeReview(final Map<String, String> args) {

    final String language = args.get("language");
    final String focus = args.get("focus");
    final String resolvedFocus = (focus != null) ? focus : "全般";

    return Arrays.asList(
            PromptMessage.user(language + " のコードを " + resolvedFocus + " の観点でレビューして
ください。"));
}
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注意

任意の引数が指定されずに呼び出された場合、キーに対応する値として null が渡されま
す。値を利用する前に必ずnullチェックを行ってください。

@Prompt の属性一覧

属性 型 必須 多言語 説明

name String ○  プロンプトの識別子です。

title String  ○ MCPクライアント上での表示に利用
されるタイトルです。

description String  ○ プロンプトの説明です。

arguments PromptArgument[]   プロンプトの引数の定義です。

icons Icon[]   プロンプトのアイコン情報です。

@PromptArgument の属性一覧

属性 型 必須 多言語 説明

name String ○  引数の識別子です。

title String  ○ MCPクライアント上での表示に利用
されるタイトルです。

description String  ○ 引数の説明です。

required boolean   必須かどうかを指定します。（デフォ

ルト: false）

リソースの実装

メソッドに @Resource を付与してリソースを定義します。
メソッドの戻り値は Collection<? extends ResourceContents> です。単一のリソースを返却
する場合は、 ResourceContents を直接返却することもできます。

静的リソース

uri 属性にパスパラメータを含まない固定のURIを指定した場合、静的リソースとして扱われます。
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import java.util.Arrays;
import java.util.List;

import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Resource;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.resource.ResourceContents;
import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.resource.TextResourceContents;

@Resource(
    name        = "categories",
    uri         = "resource://documents/categories",
    title       = "カテゴリ一覧",
    description = "利用可能なドキュメントカテゴリの一覧を返します",
    mimeType    = "application/json"
)
public List<? extends ResourceContents> getCategories() {

    final String json = "[\"技術仕様\",\"業務フロー\",\"FAQ\"]";

    return Arrays.asList(
            new TextResourceContents("resource://documents/categories", "application/json", 
json));
}

バイナリリソース

バイナリデータを返却する場合は BlobResourceContents を利用します。
コンテンツにはBase64エンコードした文字列を指定します。

import java.util.Base64;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.resource.BlobResourceContents;

@Resource(
    name     = "logo-image",
    uri      = "resource://assets/logo.png",
    mimeType = "image/png"
)
public List<? extends ResourceContents> getLogo() {

    final byte[] imageBytes = loadImageBytes();
    final String base64 = Base64.getEncoder().encodeToString(imageBytes);

    return Arrays.asList(
            new BlobResourceContents("resource://assets/logo.png", "image/png", base64));
}

リソーステンプレート
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uri 属性に {パラメータ名} 形式のパスパラメータを含む場合、リソーステンプレートとして扱われま
す。

メソッドは Map<String, String> を受け取ります。URIテンプレートのパラメータ名をキーとして
値を取得してください。

@Resource(
    name        = "document-content",
    uri         = "resource://documents/{docId}",
    title       = "ドキュメント本文",
    description = "指定されたIDのドキュメントの本文を返します",
    mimeType    = "text/plain"
)
public List<? extends ResourceContents> getDocument(final Map<String, String> vars) {

    final String docId = vars.get("docId");
    final String content = loadDocument(docId);

    return Arrays.asList(
            new TextResourceContents("resource://documents/" + docId, "text/plain", content));
}

複数のパスパラメータを持つ場合も同様です。

@Resource(
    name = "project-file",
    uri  = "resource://projects/{projectId}/files/{fileId}"
)
public List<? extends ResourceContents> getProjectFile(final Map<String, String> vars) {

    final String projectId = vars.get("projectId");
    final String fileId = vars.get("fileId");

    // 省略

}

リソースのヒント情報

annotations 属性に @Annotations を指定することで、リソースの対象読者や重要度といったヒ
ントをMCPクライアントへ提供できます。
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import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Annotations;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.Role;

@Resource(
    name        = "ai-context",
    uri         = "resource://context/ai-hints",
    annotations = @Annotations(
        audience     = Role.ASSISTANT,
        priority     = 0.8,
        lastModified = "2026-04-01T00:00:00Z"
    )
)
public List<? extends ResourceContents> getAiContext() {
    // 省略
}

@Annotations の属性一覧

属性 型 説明

audience Role[] 対象読者です。（USER、ASSISTANT）

priority double 重要度です。0.0から1.0の範囲で指定します。値が大き
いほど重要であることを示します。

annotations を指定する場合は必ず指定してくださ
い。

lastModified String 最終更新日時です。ISO 8601形式で指定します。

注意

annotations を指定する場合、 priority は必ず 0.0 から 1.0 の範囲で指定してくださ
い。

priority を省略した場合、および範囲外の値を指定した場合、そのリソースは公開され
ません。

また、 annotations 属性に複数の @Annotations を指定することはできません。

@Resource の属性一覧

属性 型 必須 多言語 説明

name String ○  リソースの識別子です。

uri String ○  リソースのURIです。パスパラメータ
を含む場合はリソーステンプレートと

して扱われます。

title String  ○ MCPクライアント上での表示に利用
されるタイトルです。

description String  ○ リソースの説明です。
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mimeType String   リソースのMIMEタイプです。

size long   リソースのサイズ（バイト）です。

icons Icon[]   リソースのアイコン情報です。

annotations Annotations[]   リソースの対象読者や重要度などのヒ

ント情報です。

属性 型 必須 多言語 説明

自動補完の実装

メソッドに @Completion を付与することで、プロンプトの引数やリソーステンプレートのパラメー
タに対する入力候補を提供できます。

prompt 属性または resource 属性のいずれかを必ず指定してください。

補完は、MCPクライアント上で利用者がプロンプトの引数やリソーステンプレートのパラメータを入力
している最中に呼び出されます。

補完メソッドは CompleteArgument と CompleteContext の2つを引数に取ります。

補完メソッドの引数

CompleteArgument

補完の対象となっている引数の情報です。MCPクライアントから送信された内容がそのまま設定されま
す。

CompleteArgument のメソッド

メソッド 型 説明

name() String 補完対象の名前です。

プロンプトの補完の場合は @PromptArgument の
name 、リソーステンプレートの補完の場合はURIテン
プレートのパラメータ名が設定されます。

value() String 利用者が入力中の値です。

入力途中の文字列が設定されるため、通常はこの値を前

方一致の条件として候補を絞り込みます。

注意

value() には、利用者が何も入力していない状態では空文字が設定されます。
また、MCPクライアントの実装によっては CompleteArgument 自体や value() が
null となる場合があります。値を利用する前に必ずnullチェックを行ってください。
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CompleteContext

補完対象以外の引数について、利用者がすでに入力した値を保持します。

1つのプロンプトやリソーステンプレートが複数の引数を持つ場合に、他の引数の値に応じて候補を絞
り込むために利用します。

CompleteContext のメソッド

メソッド 型 説明

arguments() Map<String, String> 入力済みの引数の値です。引数の名前をキーと

して値を取得します。

注意

CompleteContext はMCPの仕様上、任意の情報です。
MCPクライアントが送信しない場合は CompleteContext 自体や arguments() に
null が渡されます。値を利用する前に必ずnullチェックを行ってください。

補完メソッドの戻り値

補完メソッドの戻り値には、以下のいずれかを指定できます。

補完メソッドの戻り値

戻り値の型 変換内容

List<String> などの
Collection

補完候補の一覧として返却されます。候補の総数には要素数が設定

されます。

CompleteCompletion 候補の一覧に加えて、候補の総数（total）と、返却した候補以外に
も候補が存在するか（hasMore）を指定できます。

CompleteResult 指定された内容がそのまま返却されます。

null 候補なしとして返却されます。

コラム

候補が多数存在する場合は、返却する件数を制限したうえで CompleteCompletion
で hasMore に true を設定してください。

final List<String> values = searchDocumentIds(prefix, 100);
return new CompleteCompletion(values, values.size(), true);

注意

上記以外の型を返却した場合、補完の呼び出しでエラーが発生します。
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プロンプトの引数を補完する

prompt 属性に、補完対象のプロンプトの name を指定します。

import java.util.Arrays;
import java.util.List;
import java.util.stream.Collectors;

import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Completion;
import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.completion.CompleteArgument;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.completion.CompleteContext;

@Completion(prompt = "code-review")
public List<String> completeLanguage(final CompleteArgument argument, final 
CompleteContext context) {

    if (argument == null || !"language".equals(argument.name())) {
        return Arrays.asList();
    }

    final String prefix = (argument.value() != null) ? argument.value() : "";

    return Arrays.asList("Java", "JavaScript", "TypeScript", "Python", "Go").stream()
            .filter(lang -> lang.toLowerCase().startsWith(prefix.toLowerCase()))
            .collect(Collectors.toList());
}

コラム

1つのプロンプトが複数の引数を持つ場合でも、補完メソッドは引数ごとには分かれませ
ん。

CompleteArgument#name() で補完対象の引数を判別して候補を返却してくださ
い。

なお、同一のプロンプトに対して @Completion を複数指定した場合、いずれか1つの
みが利用されます。

リソーステンプレートのパラメータを補完する

resource 属性に、補完対象のリソーステンプレートのURIを指定します。

@Completion(resource = "resource://documents/{docId}")
public List<String> completeDocId(final CompleteArgument argument, final 
CompleteContext context) {

    final String prefix = (argument != null && argument.value() != null) ? argument.value() : "";

    return searchDocumentIds(prefix);
}
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リソーステンプレートが複数のパラメータを持つ場合は、 CompleteContext から入力済みのパラ
メータの値を取得し、候補を絞り込めます。

以下は、 resource://projects/{projectId}/files/{fileId} の fileId を、入力済みの projectId
に応じて絞り込む例です。

@Completion(resource = "resource://projects/{projectId}/files/{fileId}")
public List<String> completeProjectFile(final CompleteArgument argument, final 
CompleteContext context) {

    if (argument == null || !"fileId".equals(argument.name())) {
        return Arrays.asList();
    }

    final String prefix = (argument.value() != null) ? argument.value() : "";

    // 入力済みの projectId を取得する
    final String projectId = (context != null && context.arguments() != null) ? 
context.arguments().get("projectId") : null;
    if (projectId == null) {
        // projectId が未入力の場合は候補を返却しない
        return Arrays.asList();
    }

    return searchFileIds(projectId, prefix);
}

@Completion の属性一覧

属性 型 必須 説明

prompt String ※ 補完対象のプロンプトの name です。

resource String ※ 補完対象のリソーステンプレートのURIです。

コラム

「※」の属性は、いずれか一方を必ず指定する必要があります。

アイコンの指定

@MCPServer 、 @Prompt 、 @Resource 、 @Tool の icons 属性に @Icon を指定すること
で、MCPクライアント上に表示されるアイコンを指定できます。
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import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Icon;

@MCPServer(
    name  = "document-server",
    path  = "/documents",
    scope = "DOCUMENT_MCP",
    icons = {
        @Icon(src = "https://example.com/icon-32.png", mimeType = "image/png", sizes = { 
"32x32" }),
        @Icon(src = "https://example.com/icon.svg", mimeType = "image/svg+xml", sizes = { 
"any" })
    }
)
public class DocumentMcpServer {
    // 省略
}

@Icon の属性一覧

属性 型 必須 説明

src String ○ アイコンのURLです。HTTP/HTTPSのURLまた
は data: URI を指定します。

mimeType String  アイコンのMIMEタイプです。

sizes String[]  アイコンのサイズです。（例: “32x32”、
”any”）

表示文言の多言語化

アノテーションの title 、 description 属性には、文字列の代わりにメッセージコードを指定できま
す。

メッセージコードを指定した場合、MCPサーバへアクセスしたユーザのロケールに応じて、対応する
メッセージへ解決された文字列がMCPクライアントへ返却されます。

多言語化が可能な属性

アノテーション 多言語化が可能な属性

@MCPServer title、description、instructions

@Tool title、description

@Prompt title、description

@PromptArgument title、description

@Resource title、description

メッセージリソースの定義例は以下の通りです。
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CAP.L.SAMPLE.MCP.TOOL.SEARCH.TITLE=ドキュメント検索
CAP.L.SAMPLE.MCP.TOOL.SEARCH.DESCRIPTION=キーワードでドキュメントを検索します

@Tool(
    name        = "search-documents",
    title       = "CAP.L.SAMPLE.MCP.TOOL.SEARCH.TITLE",
    description = "CAP.L.SAMPLE.MCP.TOOL.SEARCH.DESCRIPTION"
)
public String searchDocuments(final SearchInput input) {
    // 省略
}

コラム

指定した値に対応するメッセージが存在しない場合は、指定した値がそのまま利用されま

す。

注意

スキーマアノテーション（ @StringProperty など）の description は、メッセージ
コードによる多言語化に対応していません。

メソッドシグネチャと戻り値の規約

各アノテーションを付与するメソッドは、以下の規約を満たす必要があります。

メソッドシグネチャの規約

アノテーション 引数 戻り値

@Tool 引数なし、または第1引数に入力のモ
デルクラスを指定します。

プリミティブ型、配列、Collection、
String は指定できません。

CallToolResult
プリミティブ型、String、Content、
JSONへ変換可能なモデルクラス
Collection・配列（要素ごとに変換さ
れます）

@Prompt 引数なし、または Map<String,
String>

List<PromptMessage>

@Resource
（静的リソース）

引数なし Collection<? extends
ResourceContents>、
または ResourceContents

@Resource
（リソーステンプ

レート）

Map<String, String> Collection<? extends
ResourceContents>、
または ResourceContents
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@Completion CompleteArgument、
CompleteContext の2つ（順序も固
定）

List<String> などのCollection、
CompleteCompletion、
CompleteResult

アノテーション 引数 戻り値

注意

規約を満たさないメソッドは、MCPの機能として公開されません。
また、 @MCPServer の必須属性が指定されていない場合、そのクラスはMCPサーバと
して公開されません。

いずれの場合も intra-mart Accel Platform の起動は継続され、ログにエラーが出力され
ます。MCPサーバやツールがMCPクライアントから参照できない場合は、ログを確認して
ください。

例外処理

@Tool 、 @Prompt 、 @Resource 、 @Completion を付与したメソッドから例外が送出された
場合、 MCPサーバ機能 がその例外を捕捉し、MCPクライアントへJSON-RPCのエラーレスポンスを返
却します。

このとき、送出した例外のメッセージはMCPクライアントへは返却されません。例外の内容はログに出
力されます。

import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.exception.McpServerException;

@Resource(name = "document-content", uri = "resource://documents/{docId}")
public List<? extends ResourceContents> getDocument(final Map<String, String> vars) 
throws McpServerException {

    final String docId = vars.get("docId");
    final String content = loadDocument(docId);
    if (content == null) {
        throw new McpServerException("ドキュメントが見つかりません: " + docId);
    }

    return Arrays.asList(
            new TextResourceContents("resource://documents/" + docId, "text/plain", content));
}

コラム

ツールの場合、エラーの内容をAIに伝えて処理を継続させたいときは、例外を送出するの
ではなく CallToolResult.error() で返却してください。
JSON-RPCのエラーレスポンスはプロトコルレベルのエラーとして扱われるため、AIがエ
ラーの内容をもとに処理を継続することはできません。

MCPサーバ機能 を利用したMCPサーバの作成手順は以上です。
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MCPサーバの認証・認可

項目
概要

認可権限スコープによるアクセス制御

認可コードグラントを利用する場合の設定

IM-Authzによる認可チェック

概要

MCPサーバへのリクエストは、以下の2段階でチェックされます。

MCPサーバに対するチェック

チェック 設定箇所 説明

認可権限スコープのチェッ

ク

@MCPServer
の scope 属性

OAuth認証機能によって、アクセストークン
（APIキー）に許可された認可権限スコープが
検証されます。

MCPサーバを公開する場合、必ず設定します。

IM-Authzによる認可チェッ
ク

@Authz アノ
テーション

MCPサーバの実行前に、IM-Authzによる認可
判断を行います。

任意の設定です。

コラム

2つのチェックはいずれも、MCPサーバのエンドポイントに対するリクエスト単位で実施
されます。

ツールやリソースなど、MCPの機能ごとに個別のチェックを行うことはできません。機能
ごとにアクセス制御を分けたい場合は、MCPサーバクラスを分割してください。

MCPサーバへアクセスする際の認証方法には、APIキーを使用する方法と、認可コードグラントを利用
する方法の2通りがあります。

認可権限スコープによるアクセス制御

@MCPServer の scope 属性には、MCPサーバへのアクセスを許可する認可権限スコープを指定し
ます。

MCPクライアントからのリクエストは、指定した認可権限スコープが許可されたアクセストークン
（APIキー）を持つ場合のみ受け付けられます。
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@MCPServer(
    name  = "document-server",
    path  = "/documents",
    scope = "DOCUMENT_MCP"
)
public class DocumentMcpServer {
    // 省略
}

MCPサーバを利用するには、あらかじめ以下の準備が必要です。

1. scope 属性に指定した認可権限スコープを登録します。

2. MCPサーバを利用するユーザに対して、上記のスコープを許可したアクセストークン（API
キー）を発行します。

コラム

スコープの登録については「 OAuth 管理者操作ガイド 」-「 スコープの登録 」を
参照してください。

APIキーの発行については「 OAuth ユーザ操作ガイド 」-「 APIキーを発行する 」
を参照してください。

OAuth認証機能全般については「 OAuth認証モジュール 仕様書 」を参照してくだ
さい。

注意

認可権限スコープが許可されていない場合や、アクセストークンが指定されていな

い場合、MCPサーバへのアクセスは拒否されます。

MCPサーバのメソッドは、アクセストークンに紐づくユーザの実行コンテキストで実行されます。
そのため、メソッド内から intra-mart Accel Platform の各種APIを呼び出した場合も、そのユーザの
権限で処理が行われます。

注意

MCPサーバとして公開した機能は、AIを介してユーザの操作範囲外のデータへアクセスさ
れる可能性があります。

ツールやリソースの実装では、実行ユーザが参照・更新してよいデータのみを扱うよう十

分に注意してください。

認可コードグラントを利用する場合の設定

MCPクライアントが認可コードグラントによってアクセストークンを取得する場合の流れは、以下のと
おりです。

1. MCPサーバへアクセスし、HTTPステータスコード401を受け取ります。
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このレスポンスの WWW-Authenticate ヘッダには、保護リソースメタデータのURLが含ま
れます。

2. 保護リソースメタデータを取得し、利用する認可サーバを判別します。

3. 認可サーバメタデータを取得し、認可エンドポイント・トークンエンドポイントを判別します。

4. 認可コードグラントによる認可を行い、アクセストークンを取得します。

保護リソースメタデータと認可サーバメタデータは、それぞれ以下のURLで提供されます。
これらは コンテキストパスを含まないURL で提供する必要があります。

http://<HOST>:<PORT>/.well-known/oauth-protected-resource
http://<HOST>:<PORT>/.well-known/oauth-authorization-server

注意

上記のURLはコンテキストパスを含まないため、Webサーバでリバースプロキシの設定を
行う必要があります。

設定を行っていない場合、MCPクライアントはメタデータを取得できず、認可コードグラ
ントによる認証を開始できません。

設定方法は「 intra-mart Accel Platform セットアップガイド 」-「 Web Server 」の該
当する Web Server のドキュメントを参照してください。

コラム

認可コードグラントを利用するには、あらかじめクライアントアプリケーションの登録が

必要です。

「 OAuth 管理者操作ガイド 」-「 クライアントアプリケーションの登録 」を参照してく
ださい。

コラム

メタデータの仕様については、以下を参照してください。

保護リソースメタデータ： RFC 9728 OAuth 2.0 Protected Resource
Metadata

認可サーバメタデータ： RFC 8414 OAuth 2.0 Authorization Server Metadata

MCPにおける認可の仕様： Authorization

コラム

APIキーを利用する場合、上記の設定は不要です。

IM-Authzによる認可チェック
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MCPサーバクラスに @Authz を付与することで、MCPサーバの実行前にIM-Authzによる認可チェッ
クを行えます。

あらかじめ、認可リソースを準備しておく必要があります。

認可アノテーション概要

@Authz MCPサーバの実行前にIM-Authzによって、指定した認可リソース（ま
たは認可マッパ）にて認可判断を行います。

MCPサーバを実行する権限がないと判断された場合、HTTPステータ
スコード403が返却されます。

import jp.co.intra_mart.foundation.authz.annotation.Authz;

@Authz(uri = "service://sample/document-mcp", action = "execute")
@MCPServer(
    name  = "document-server",
    path  = "/documents",
    scope = "DOCUMENT_MCP"
)
public class DocumentMcpServer {
    // 省略
}

認可リソースを動的に決定する場合は、 mapperClass に認可マッパのクラスを指定します。

@Authz(mapperClass = DocumentAuthzResourceMapper.class,
       mapperParams = @AuthzMapperParam(key = "category", value = "document"))
@MCPServer(name = "document-server", path = "/documents", scope = "DOCUMENT_MCP")
public class DocumentMcpServer {
    // 省略
}

注意

MCPサーバでは、 @Authz はクラスに付与した場合のみ有効です。メソッドに付与して
も認可チェックは行われません。

また、 uri と action の組み合わせ、または mapperClass のいずれかを必ず指定して
ください。いずれも指定されていない場合、MCPサーバへのアクセス時にエラーが発生し
ます。

コラム

認可については「 認可仕様書 」を参照してください。
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作成したMCPサーバの動作確認

項目
エンドポイントURLの確認
APIキーの発行
Visual Studio Code から接続する
MCP Inspector から接続する
トラブルシューティング

作成したMCPサーバは、MCPクライアントから接続することで動作を確認できます。
ここでは、Visual Studio Code と MCP Inspector を利用した確認方法について説明します。

エンドポイントURLの確認

MCPサーバのエンドポイントURLは、コンテキストパスに続けて /copilot/mcp のプレフィックスと
@MCPServer の path 属性を連結したものです。

http://<HOST>:<PORT>/<CONTEXT_PATH>/copilot/mcp<path>

本書では、例として次の内容を指定したMCPサーバを利用します。

ホスト名、ポート番号 localhost:8080

コンテキストパス imart

path 属性 /documents

この場合のエンドポイントURLは以下の通りです。

http://localhost:8080/imart/copilot/mcp/documents

APIキーの発行

MCPサーバへアクセスするには、 @MCPServer の scope 属性に指定した認可権限スコープが許可
されたアクセストークンが必要です。

動作確認では、APIキーを発行して利用すると簡単です。

1. 認可権限スコープを登録します。

2. MCPサーバを利用するユーザでログインし、上記のスコープを許可したAPIキーを発行します。
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コラム

APIキーの発行については「 OAuth ユーザ操作ガイド 」-「 APIキーを発行する 」
を参照してください。

注意

発行したAPIキーはパスワードと同等の情報です。第三者に共有しないでくださ
い。

Visual Studio Code から接続する

Visual Studio Code のMCPサーバ設定（mcp.json）に、以下の内容を追加します。
{APIKey} の箇所には、発行したAPIキーを設定してください。

{
    "servers": {
        "intra-mart-mcp-server": {
            "type": "http",
            "url": "http://localhost:8080/imart/copilot/mcp/documents",
            "headers": {
                "Authorization": "Bearer {APIKey}"
            }
        }
    }
}

設定後、MCPサーバへ接続すると、実装したツール・プロンプト・リソースを利用できます。

コラム

Visual Studio Code のMCPサーバ設定については「 Use MCP servers in VS Code 」
を参照してください。

MCP Inspector から接続する

MCP Inspector を利用すると、ツール・プロンプト・リソースの一覧や入出力のスキーマを画面上で
確認し、実際に呼び出すことができます。

接続時には以下を指定します。

トランスポート種別 Streamable HTTP

URL http://localhost:8080/imart/copilot/mcp/documents

リクエストヘッダ Authorization: Bearer {APIKey}
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コラム

MCP Inspector については「 MCP Inspector 」を参照してください。

トラブルシューティング

MCPサーバへ接続できない場合や、実装した機能が表示されない場合は、以下を確認してください。

現象 確認内容

MCPサーバへ接続できない
（エンドポイントが見つからな

い）

@MCPServer を付与したクラスが検出されていない可能性
があります。

MCPサーバの検出設定 の設定が正しく行われているかを確認
してください。

また、 name 、 path 、 scope がすべて指定されている
か、 path が他のMCPサーバと重複していないかを確認して
ください。

検出に失敗した場合は、 intra-mart Accel Platform の起動
時にログへエラーが出力されます。

アクセスが拒否される アクセストークン（APIキー）に、 scope 属性に指定した認
可権限スコープが許可されているかを確認してください。

@Authz を付与している場合は、実行ユーザに認可リソース
の実行権限が付与されているかを確認してください。

ツール・プロンプト・リソース

が

一覧に表示されない

メソッドが メソッドシグネチャと戻り値の規約 を満たしてい
ない可能性があります。

規約を満たさないメソッドは公開されず、 intra-mart Accel
Platform の起動時にログへエラーが出力されます。
ツールの場合は、 name がツール名の制約を満たしているか
も確認してください。

ツールの入力項目が

表示されない

入力のモデルクラスのフィールドに、スキーマアノテーション

が付与されているかを確認してください。

詳細は 入力スキーマの定義 を参照してください。

ツールがタスクとして

実行できない

タスクはMCPプロトコルバージョン 2025-11-25 以降で利用
可能です。

MCPクライアントが対応しているプロトコルバージョンを確
認してください。

intra-mart Accel Platform — IM-Copilot MCPサーバ プログラミングガイド   初版 2026-10-01  

43

https://github.com/modelcontextprotocol/inspector
index.html#mcp-server-scan
index.html#mcp-method-signature
index.html#mcp-tool-input-schema


MCPサーバの実装例

項目
MCPサーバクラス
MCPサーバの検出設定
公開される機能

ここでは、 MCPサーバの作成方法 で説明した各機能をまとめて実装した例を掲載します。
ドキュメントの検索・取得・要約を行うMCPサーバを、1つのクラスで実装しています。

注意

本書に掲載しているサンプルコードは製品に同梱されていません。

また、サンプルコードは可読性を重視しており、性能面や保守性といった観点において必

ずしも適切な実装ではありません。

MCPサーバクラス

package com.example.mcp;

import java.util.Arrays;
import java.util.List;
import java.util.Map;
import java.util.stream.Collectors;

import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Completion;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.MCPServer;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Prompt;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.PromptArgument;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Resource;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.annotation.Tool;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.exception.McpServerException;
import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.completion.CompleteArgument;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.completion.CompleteContext;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.prompt.PromptMessage;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.resource.ResourceContents;
import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.resource.TextResourceContents;
import jp.co.intra_mart.foundation.copilot.mcp.model.tool.CallToolResult;
import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaArrayItemProperties.ItemStringProperty

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.ArrayProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.IntegerProperty;
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jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.IntegerProperty;

import 
jp.co.intra_mart.foundation.copilot.tool.annotation.SchemaProperties.StringProperty;

@MCPServer(
    name         = "document-server",
    path         = "/documents",
    scope        = "DOCUMENT_MCP",
    title        = "ドキュメント MCP サーバ",
    version      = "1.0.0",
    description  = "ドキュメント管理機能を提供する MCP サーバです",
    instructions = "ドキュメントの検索・取得・要約に使用できます"
)
public class DocumentMcpServer {

    // ---- Prompt ----

    @Prompt(
        name        = "summarize",
        title       = "ドキュメント要約",
        description = "指定カテゴリのドキュメントを要約するプロンプト",
        arguments   = {
            @PromptArgument(name = "category", title = "カテゴリ", required = true),
            @PromptArgument(name = "length", title = "要約の長さ", description = "short / 
medium / long")
        }
    )
    public List<PromptMessage> summarize(final Map<String, String> args) {

        final String category = args.get("category");
        final String length = args.get("length");
        final String resolvedLength = (length != null) ? length : "medium";

        return Arrays.asList(
                PromptMessage.user(category + " カテゴリのドキュメントを " + resolvedLength + " の
長さで要約してください。"));
    }

    // ---- Completion ----

    @Completion(prompt = "summarize")
    public List<String> completeSummarize(final CompleteArgument argument, final 
CompleteContext context) {

        if (argument == null) {
            return Arrays.asList();
        }

        final String prefix = (argument.value() != null) ? argument.value() : "";

        if ("category".equals(argument.name())) {
            return Arrays.asList("技術仕様", "業務フロー", "FAQ", "リリースノート").stream()
                    .filter(category -> category.startsWith(prefix))
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                    .filter(category -> category.startsWith(prefix))
                    .collect(Collectors.toList());
        }
        if ("length".equals(argument.name())) {
            return Arrays.asList("short", "medium", "long").stream()
                    .filter(length -> length.startsWith(prefix))
                    .collect(Collectors.toList());
        }
        return Arrays.asList();
    }

    // ---- Resource（静的リソース） ----

    @Resource(
        name        = "categories",
        uri         = "resource://documents/categories",
        title       = "カテゴリ一覧",
        description = "利用可能なドキュメントカテゴリの一覧",
        mimeType    = "application/json"
    )
    public List<? extends ResourceContents> getCategories() {

        final String json = "[\"技術仕様\",\"業務フロー\",\"FAQ\"]";

        return Arrays.asList(
                new TextResourceContents("resource://documents/categories", "application/json", 
json));
    }

    // ---- Resource（リソーステンプレート） ----

    @Resource(
        name        = "document-content",
        uri         = "resource://documents/{docId}",
        title       = "ドキュメント本文",
        description = "指定されたIDのドキュメントの本文を返します",
        mimeType    = "text/plain"
    )
    public List<? extends ResourceContents> getDocument(final Map<String, String> vars) 
throws McpServerException {

        final String docId = vars.get("docId");
        final String content = loadDocument(docId);
        if (content == null) {
            throw new McpServerException("ドキュメントが見つかりません: " + docId);
        }

        return Arrays.asList(
                new TextResourceContents("resource://documents/" + docId, "text/plain", content));
    }

    // ---- Tool ----

    @Tool(
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        name        = "search",
        title       = "ドキュメント検索",
        description = "キーワードでドキュメントを全文検索します"
    )
    public List<String> search(final SearchInput input) {
        return performSearch(input.getKeyword(), input.getMaxResults());
    }

    @Tool(
        name         = "search-structured",
        title        = "ドキュメント検索（構造化出力）",
        description  = "キーワードでドキュメントを検索し、構造化データで返します",
        outputSchema = SearchResult.class
    )
    public CallToolResult searchStructured(final SearchInput input) {

        final SearchResult result = performSearchStructured(input.getKeyword(), 
input.getMaxResults());

        return CallToolResult.builder()
                .addTextContent("検索結果: " + result.getTotalCount() + " 件")
                .structuredContent(result)
                .build();
    }

    // ---- 内部処理 ----

    private String loadDocument(final String docId) {
        return "サンプル本文 (" + docId + ")";
    }

    private List<String> performSearch(final String keyword, final int maxResults) {
        return Arrays.asList("doc-001", "doc-002");
    }

    private SearchResult performSearchStructured(final String keyword, final int maxResults) 
{
        final List<String> items = performSearch(keyword, maxResults);
        final SearchResult result = new SearchResult();
        result.setItems(items);
        result.setTotalCount(items.size());
        return result;
    }

    // ---- 入力・出力のモデルクラス ----

    public static class SearchInput {

        @StringProperty(description = "検索キーワード", required = true)
        private String keyword;

        @IntegerProperty(description = "最大件数", minimum = 1, maximum = 100)
        private int maxResults = 10;
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        public String getKeyword() {
            return this.keyword;
        }

        public void setKeyword(final String keyword) {
            this.keyword = keyword;
        }

        public int getMaxResults() {
            return this.maxResults;
        }

        public void setMaxResults(final int maxResults) {
            this.maxResults = maxResults;
        }

    }

    public static class SearchResult {

        @ArrayProperty(description = "検索結果のドキュメントID一覧", stringItems = 
@ItemStringProperty)
        private List<String> items;

        @IntegerProperty(description = "総件数")
        private int totalCount;

        public List<String> getItems() {
            return this.items;
        }

        public void setItems(final List<String> items) {
            this.items = items;
        }

        public int getTotalCount() {
            return this.totalCount;
        }

        public void setTotalCount(final int totalCount) {
            this.totalCount = totalCount;
        }

    }

}

MCPサーバの検出設定

上記のMCPサーバクラスを検出させるため、 McpScanPackageFactory の実装クラスを作成しま
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す。

package com.example.mcp;

import java.util.Collection;
import java.util.List;

import jp.co.intra_mart.system.copilot.mcp.annotation.McpScanPackageFactory;

public class DocumentMcpScanPackageFactory implements McpScanPackageFactory {

    @Override
    public Collection<String> getTargetPackages() {
        return List.of("com.example.mcp");
    }

}

作成した実装クラスの完全修飾名を、以下のファイルに記載します。

src/main/resources/META-
INF/services/jp.co.intra_mart.system.copilot.mcp.annotation.McpScanPackageFactory

com.example.mcp.DocumentMcpScanPackageFactory

コラム

詳細は MCPサーバの検出設定 を参照してください。

公開される機能

上記の実装により、以下の機能がMCPクライアントへ公開されます。

機能 識別子・URI 説明

プロンプト summarize 指定カテゴリのドキュメントを要約

します。

category、length の2つの引数を持
ち、いずれも自動補完に対応しま

す。

リソース resource://documents/categories 利用可能なカテゴリの一覧を返しま
す。

リソーステンプ

レート

resource://documents/{docId} 指定されたIDのドキュメントの本文
を返します。

intra-mart Accel Platform — IM-Copilot MCPサーバ プログラミングガイド   初版 2026-10-01  

49

index.html#mcp-server-scan


ツール search キーワードでドキュメントを検索

し、ドキュメントIDの一覧を返しま
す。

ツール search-structured キーワードでドキュメントを検索

し、構造化データで結果を返しま

す。

機能 識別子・URI 説明

コラム

動作確認の方法については 作成したMCPサーバの動作確認 を参照してください。
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